
年 年

□義務的事業 ■任意的事業

■直営 □一部委託 □全部委託 □補助等

平成

18

19

20 12,800 750

12,800 710

公営企業
12,800 710

投資及び出資金 貸付金 繰出金 投資的経費物件費 維持補修 補助費等 積立金
性質別内訳
人件費 扶助費 公債費

受益者負担率 0 0 0 0

13,510 13,550
計
年間経費 13,510 13,510

単価 8,000 8,000 8,000 8,000

1.6 1.6内
訳
人工 1.6 1.6

人件費 12,800 12,800 12,800 12,800

一般財源

県支出金 710 710 710 750財
源
内
訳

国庫支出金

市債

その他

750

受益者負担分(使用料等)

事業費（千円） 710 710 710

事業運営方法

H17年度決算 H18年度決算 H19年度最終予算H20年度当初予算H21年度計画額 H22年度計画額 前期4年間計

傷病野生鳥獣保護事業実施要綱(静岡県) × ×

県の委託に基づき、県西部区域から持ち込まれた、傷ついたり病気の鳥や獣を保護治療し、自然復帰可能なものを放鳥獣する。

事業の性格分類 実施根拠（法令、条例等） 新市建設計画事業 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ提案事業

活動内容

静岡県の委託を受けて、傷ついたり、病気の野生の鳥や獣を保護治療し、自然へ復帰させることにより、自
然環境や生態系を保全する。

昭和 49

目的 （対象、意図、求められる結果） 開始年度 終了予定年度

事業概要

傷病野生鳥獣保護事業  

事業名 戦略性

　動物園費
（旧科目コード） 36 26 79 16

事項

目の名称 科目コード 36 26 56 16

施策・事務事業

 市民に親しまれる動物園の経営
計画コード

款 項 目

政策名（上位目的） 分野 部 課

所属名 　　動物園 作成者 牧野良則

事業番号５３
【平成19年度】

課コード 　002215 作成日 平成20年5月8日



A 高い

B

C

D 低い

A 高い

B

C

D 低い

A 非常に有効

B やや有効

C あまり有効でない

D 有効でない

A 単位当たり経費が前年比マイナス

B 単位当たり経費が前年とほぼ同じ

C 単位当たり経費が前年比プラス

D 評価できない

□拡大・充実

□現状のまま継続

□縮小

□廃止

《問題意識》不定期に園外から持ち込まれた傷病野生鳥獣の検査・治療・保護業務の対応におわれ、動物園で展示飼育している動物の検査診
断等の業務に支障が出ている。また、傷病鳥獣を一時的に動物病院等で保護しているが、園外からの感染症が心配である。
《想定結果》④県の実施が適当なもの

〔備考〕事業に対する市民・市民活動団体・事業者・議会からの指摘

現状
野生鳥獣保護対象地域が県西部と決められている。また、保護する傷病野生
鳥獣の件数はほぼ一定している

　　具体的な改善内容・事業の方向性等

前年度とほぼ同額。

今後の事業展開

規模 （分析・理由）

Ａ 一般のペットと違い傷病野生鳥獣の保護治療を行う施設は限られている。

事
後
評
価

有効性 （分析・理由）

Ａ
傷病野生鳥獣を保護することで、生命を宿すものとして動物を愛護するとと
もに、市民の自然に対する意識を高めてもらう。

効率性 （分析・理由）

Ｂ

　　過年度の実施内容

１８年度傷病野生鳥獣保護状況             保護件数　(　)内は自然復帰数 　　　　鳥類　　253　(76)　　　　哺乳類　　85　(26)      計338   (102)

事
前
評
価

必要性 （分析・理由）

Ａ
傷病野生鳥獣を保護することで、生命を宿すものとして動物を愛護するとと
もに、市民の自然に対する意識を高めてもらう。

行政関与の妥当性 （分析・理由）

　 　 　

定性評価

単位当たり経費変動率 ％ 　　 　

　 　 　

単位当たり経費 千円/単位 　　 　 　 　 　

年間経費（事業費・人件費の合計） 千円 　　 　

目標 ％

実績 ％

指標２ 単位 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

単位当たり経費変動率 ％ 100.0%

13,550

単位当たり経費 千円/単位 450 450

年間経費（事業費・人件費の合計） 千円 13,510 13,510

30

実績 ％ 30 30

H20年度 H21年度 H22年度

傷病鳥獣自然復帰率
目標 ％ 30 30 30 30

指標１ 単位 H18年度 H19年度

定量評価


